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構成 

効果 

センシング装置 
●被検体の物理量を安定的に計測 

❶技術分野 

本発明は、被検体の物理量を検出するセンシング装置に関する。 

❷発明の背景と目的 

特開平６－１３３７５９には、入力電極に電気信号を与えて圧電体に弾性表面波を発生させ、

出力電極で生じた電気信号を基に、弾性表面波の速度を計測し、センシングを行う方法が記載

されている。特開２００７－８５９０５には、入力電極に電気信号を与えて圧電体に弾性表面

波を発生させ、出力電極で生じた電気信号を利用してセンシングを行う方法が記載されている。 

しかしながら、入力電極に電気信号を入力した際、その電気信号のエネルギーの一部は、空

間中に電磁波として出力され、出力電極は、空間中の電磁波を受信して電気信号に変換するこ

とがあり、出力電極で生じる電気信号を基に、被検体の物理量を検出する従来方法は、安定的

な検出を行えないという課題がある。 

本発明は、かかる事情に鑑みてなされるもので、圧電体に生じる弾性表面波を利用して、被

検体の物理量を安定的に計測するセンシング装置を提供することを目的とする。 

❸発明の構成と効果 

圧電体１１に弾性表面波Ｗを発生させて、圧電体１１に接触させた被検体Ｔの物理量を求

めるセンシング装置１０において、被検体Ｔの接触位置Ｐを通過する弾性表面波Ｗを、圧電

体１１に発生させる入力電極１２と、圧電体１１を進む弾性表面波Ｗの進行路の接触位置Ｐ

より下流側に光を照射する照射手段１３と、進行路の接触位置Ｐの下流側で光が反射して生じるｒ

次回折光及びｓ次回折光の各強度を計測する光検出手段１４と、計測されたｒ次回折光及びｓ次回

折光の各強度を基に弾性表面波Ｗの振幅を算出し、被検体Ｔの物理量を求める演算機１５とを備え

る。 

本発明は被検体の物理量の導出に、空間中の電磁波を受信して生成され得る電気信号を用

いる必要がなく、被検体の物理量を安定的に計測することができる。 

       


